
「
政
治
に
関
心
」
過
去
最
低
の
“
％
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ｆ
蝋
鑑
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岡山理科大

衆
院
解
散
・
総
選
挙
が
さ
さ
や
か
れ
る
不
安
定
な
政
局
を
受
け
て
、
岡
山
理

科
大
生
が
大
学
生
の
政
治
意
識
を
探
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
「
政
治
へ

の
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
た
学
生
は
、
明
年
の
調
査
開
始
以
来
最
低
の
虹
勿
だ

っ
た
一
方
で
、
約
６
割
が
「
景
気
回
復
」
を
強
く
望
ん
だ
。
同
大
総
合
情
報
学

部
の
木
村
邦
彦
教
授
（
船
）
は
「
政
治
全
体
へ
の
関
心
は
薄
れ
て
い
る
が
、
自
分

の
生
活
に
直
結
す
る
問
題
に
は
関
心
が
あ
る
。
政
治
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
」
と
分
析
す
る
。
【
坂
根
真
理
〕

木
村
ゼ
ミ
の
３
年
生
９
と
答
え
た
の
は
虹
〃
。
政
だ
。
公
約
違
反
が
多
か
つ

人
が
６
月
に
約
１
週
間
か
権
交
代
が
あ
っ
た
明
年
、
た
ご
と
な
ど
を
理
由
と
し

け
て
、
岡
山
市
内
に
あ
る
期
待
感
か
ら
記
勿
が
関
心
て
、
民
主
党
は
昨
年
の
調

岡
山
大
▽
岡
山
商
科
大
▽
を
持
っ
て
い
た
だ
け
に
、
査
（
型
〃
）
か
ら
３
群
減

山
陽
学
園
大
▽
就
実
大
▽
ゼ
ミ
生
の
麻
生
利
佳
さ
ん
少
。
一
方
、
昨
年
⑲
〃
だ

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
（
卯
）
は
「
現
在
の
政
治
に
っ
た
自
民
党
は
３
群
増
加

大
▽
岡
山
理
科
大
ｌ
の
不
満
を
持
ち
、
あ
き
れ
て
し
た
．
し
か
し
、
両
党
と

６
大
学
の
学
生
８
６
４
人
い
る
学
生
が
増
え
た
の
で
も
支
持
理
由
は
「
な
ん
と

に
面
接
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
」
と
推
測
し
た
。
な
く
」
が
半
数
以
上
を
占

実
施
し
た
。
今
回
で
８
回
支
持
政
党
に
つ
い
て
、
め
、
党
首
や
政
策
に
期
待

目
。
民
主
皿
勿
、
自
民
翠
勿
と
す
る
学
生
は
少
な
か
つ

政
治
に
「
関
心
が
あ
る
」
張
り
合
う
結
果
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
学
生
と
木
村
邦
彦
教

授
（
一
番
奥
）
Ⅱ
北
区
の
岡
山
理
科
大
で
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誰
に
総
理
大
臣
に
な
っ

て
ほ
し
い
か
を
聞
く
と
、

小
泉
純
一
郎
・
元
首
相
、

橋
下
徹
。
大
阪
市
長
を
支

持
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

「
政
治
腕
力
が
あ
る
と
思

う
か
ら
」
と
い
う
意
見
が

多
く
、
学
生
は
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
後
、
政
治
に
期
待
す

る
も
の
と
し
て
、
記
勿
の

学
生
が
「
景
気
回
復
」
を

挙
げ
た
。
以
下
「
雇
用
問

題
」
焔
勿
、
「
外
交
問
題
」

加
勿
と
続
い
た
。
ゼ
ミ
生

の
鈴
木
遥
香
さ
ん
（
卯
）
は

「
就
職
難
か
ら
抜
け
出
し

た
い
と
い
う
思
い
は
強
い

け
ど
、
景
気
回
復
を
期
待

し
て
も
首
相
が
次
々
と
交

代
す
る
。
関
心
を
持
っ
て

も
何
も
変
わ
ら
な
い
し
、

関
心
は
低
く
な
る
一
方
だ

と
思
う
」
と
話
し
た
。
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